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　教職に就いて久しいが私が現場で意識していること、それは生徒に対して
如何に「面白い」を伝えるかである。

　意識するようになったきっかけは自身の教育活動だ。教壇に立ってから10
年ほどは、生徒に知識と技術を教授することが最も重要で、生徒が「面白い」
と感じているかどうかなど気にしたこともなかった。２校目の赴任先で担当
した「課題研究」は生徒に個人研究をさせていたのだが、ある年に誰一人と
して簿記会計分野をテーマに挙げる者がいなかったことに気づいた。３年間
で簿記会計分野の授業に10単位もかけたにも関わらずだ。財務情報を企業経
営や市場と結びつけることで簿記会計分野が面白くなるということを全く伝
えていなかった自分を、大いに反省したのを記憶している。生徒が学校で過
ごす時間を有意義に感じるためには、私たち教師が「面白い」授業を提供し
なければならないし、「面白い」と感じてもらえるような仕掛けも研究しな
ければならない。私は自分の経験からどの科目においても、できる限り「面
白い」授業を意識するようになった。

　「面白い」という言葉には、「興味をそそられて、心が引かれるさま」とい
う意味が含まれている。この言葉どおりの「面白い」授業の実現を私たち教
師は追求し続けているのだが。
　生徒の興味は多種多様なので、教師が教授する内容と生徒の興味を結びつ
けるのは一筋縄ではいかない。また、心が引かれる授業とは用意したコンテ
ンツのみならず、授業の構成や生徒の感情に訴える仕掛けも必要だ。このよ
うに、理想とする授業の実現はなかなか困難を極める。
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　第１章から３章までと９章が起業までの生い立ち、４章から８章までが起
業後の日々である。本書は仲本さん自身によって書かれたのではなく、作者

（江口氏）が仲本さんにインタビューしたりビジネスの現場を見たりして、
それをまとめたものである。そのためある種の「自分語りの熱量」には欠け
るのかもしれないが、客観的で明るく、テンポのよい文体で進んでいき、中
高生にも読みやすい。実際に江口氏も、「自分の将来のことを考えはじめる
年ごろの女の子を、千津さんがそっと後押ししてくれるような本」を作りた
かったと書いている。また、仲本さん自身のことだけでなく、ウガンダの社
会問題やファッション業界が抱える構造的課題、コロナ禍での経営危機など、
内情をしっかりと伝えながらも、過度に悲観的・専門的にならず、平易な表
現となっているのも特色といえる。

　私は、仲本さんの素晴らしいところは、①したいことができたら、大きな
声で周囲に言う　②自分の弱み（できないこと・苦手なこと）を隠さない　
③「失敗は存在しない」と考える、という３点だと思う。①や②によって、
周囲が思わぬ情報や人脈をもたらしてくれたり、手を貸してくれたりする。
③については、仲本さんが「次に何かをするときに生かせればそれは失敗と
は言わない」と話している。これは、何かを決断するときの「相談はするが、
最後は自分で決める」という行動とセットではないか。そうでなければ、「誰々
の言う通りにしたのにうまくいかなかった。失敗だ」となる。
　これら３点は起業家にとってとても大切で、なかでも③は大小様々な決断
を日々迫られる経営者には不可欠な思考であろう。同時に、目の前にいる生
徒たちに伝えたい考え方でもある。

　読後、本書が今年度の「青少年読書感想文全国コンクール」の課題図書と
して選定されていることを知った。次々に仕事を変え、起業した仲本さんの
生き方を、生徒たちは驚きをもって読むかもしれない。何しろ一部の大人が
言いがちな「大企業に入って、定年まで勤めて…」とは真逆の生き方である。
しかし、実は仲本さんの「人の命を救いたい」という思いは全くぶれていな
い。その軸さえあれば、仕事は変わっていい。すべての「変わる経験」は未
来につながる。そう信じる大人から、そう信じてほしい子どもたちへ贈る一
冊である。
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Ⅰ．はじめに
　みなさんは、1日の時間の使い方を意識したことがありますか？ 朝何時に
起き、何時間勤務し、いつ食事や運動、趣味に時間を割くのか――私自身、
この本を読むまで、それらの活動を時間で意識的に区切ったことはありませ
んでした。

　本書では、「満足度の高い日々を送るため」や「目標を達成するため」には、
時間の使い方が重要であると説かれています。１日は24時間、そのうち自分
が自由にできる時間は何時間あるのでしょうか。時間の使い方を見直すこと
で、新たな視点や可能性が見えてくるかもしれません。

Ⅱ．著書の主なポイント
価値観の明確化
　まずは、自分が人生で何を大切にしたいのか、「後悔しない生き方」とは
何かを見極める必要があります。仕事、家族、趣味、健康など多岐にわたる
要素の中から、自分の軸となる価値観を明確にすることで、時間配分の指針
が生まれます。

優先順位付け
　限られた時間の中で「やりたいこと」「やるべきこと」は膨大です。しかし、
すべてに同じ熱量を注ぐのは不可能。優先順位をつけ、「本当に重要な行動」
に集中することで時間の浪費を防ぎます。つまり、「捨てるべきタスク」や「後
回しにしてよいこと」を明確にすることが求められます。

時間の見える化・計画立案
　漠然と「忙しい」と感じる状態を脱するためには、スケジュールやToDo

「後悔しない時間の使い方」単行本（ソフ
トカバー）
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ディレクターである。テレビマンとして「面白い」とは何かを追求した成果
をこの本ではふんだんに述べている。目次は以下のとおりである。

目次
第１章　そもそも「おもしろい」って何？
第２章　アイデアは思いつきの産物ではない
第３章　学び（取材）からすべてが始まる
第４章　「演出」なくして「おもしろい」は生まれない
第５章　「分かりそうで、分からない」の強烈な吸引力
第６章　「構成」で面白さは一変する
第７章　「クオリティー」は受け取る情報量で決まる
第８章　現場力を最大限に発揮させる「マネジメント」
第９章　妄執こそがクリエイティブの源である

　特にオススメしたいのが、第１章から第６章の内容だ。「面白い」を演出
するためのノウハウが詰まっており、読んだ人がすぐにでも挑戦したいと思
えるはずだ。

　ちなみにこの本との出会いは、話題の本.comに掲載されていた【話題の本】
『現役東大生おすすめの本』40選！【文系編】である。東京大学といえば日
本の最高学府であり、その卒業生の多くは、官僚や一流企業で日本を牽引す
る人材となる。この本を読めば、東大生が求める「面白い」に触れることが
できると思ったのだ。

　学生のみなさんも「面白い」ことや「面白い」の伝え方に興味があると思
うので、ぜひとも読んでいただきたい。
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